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I　 問題の所在と問題意識

1998年の学習指導要領改訂で｢総合的な学習の時

間｣ が創設されて以来、様々な実践が現場の教師と

子どもにより創造され展開されてきた。

2008 年の学習指導要領改訂では、｢総合的な学習

の時間｣ の教育課程上の位置づけが明確にされた。

総合的な学習の時間の目標、各学校において定める

目標及び内容、指導計画(全体計画と年間指導計画及

び単元計画)、評価、学習指導、推進するための体制

づくりなどを示した｢ 解説書｣ も作成された。

総合的な学習の時間のおり方は、様々な面で整え

られてきており、教育現場においても定着してきて

いる。こうした状況の中、総合的学習の特質である｢

探究的・協同的な学び1｣ としての実践の創造と展

開が教育現場に求められている。

しかし、果たして総合的な学習の時間の現状は、

子ども自らが問いをもち、子どもと教師が地域の具

体的事実に｢ 体当たりの追究｣ をし、共に学びを深

め成長していく場になっているだろうかという問い

が生まれてくる。

こうした問題意識から、総合的学習の実践を、子

ども自らが探究的・協同的に学び、深化・拡充してい

くための視点を明らかにしたいと考えた。

筆者は、1976年に新任教師として赴任して以来、

豊富小学校(13年)、額田中学校(5年)、宮崎小学校(2

年)、大雨河小学校(8 年)、千万町小学校(6 年)、

そして校長として形埜小学校(4 年)と額田地域2( 愛

知県額田郡額田町。 2006 年1 月1 日からは合併に

より岡崎市) の学校に継続して勤務してきた。愛知

県三河山間部に位置する額田地域の学校には、地域

に根ざし、子ども主体の授業実践を展開してきた教

育の伝統かおる。

本稿では、小5 社会「酪農にかける片岡さん」（社

会科を軸にした総合的・合科的追究）を分析の対象と

する。筆者の38 年間にわたる教師生活における自

らの授業実践史における青年教師の時代（教師生活7

年目）における実践である。

本実践は、1982 年度に実施されている。「総合的

な学習の時間」創設以前の社会科を軸とした総合的・

合科的学習としての実践である。　したがって、教育

課程上も「総合的な学習の時間」が位置付いていな

い時期のものである。

田村学(2014) は、「『総合的な学習の時間』創設

以前において、その萌芽となる教育実践が各地でじ

っくりと積み重ねられていた3」と述べている。本実

践は、こうした一連の実践に連なるものである。

本実践の追究は、社会科の地域の酪農家見学から

始まった。地域の酩農家と出会い、ふれ合い、思い

を深くしていく中で、関連的・総合的に追究が広が

っていった。そこには、体当たりの追究を通して探

究的・協同的な学びの様相を呈している子どもの姿

が見られる。また、地域にある具体的事物（もの・

こと・ひと）と地域生活者としての「地域の先生」

とのふれ合いを通じて、子どもの成長する姿に呼応

し自らを育てていく教師自身の成長の姿が見られる。1

980 年代に、愛知県額田地域の小学校で営まれた

子どもと教師の体当たりの社会科を軸とした総合

的・合科的追究による実践を分析・考察することに

より、現代の総合的学習につながる教訓（視点）を導

き出したいというのが、本論文の問題意識である。



Ⅱ　「総合的な学習の時間」創設以前の社会科実践

に見る総合的学習への萌芽

1　 豊富小学校の「自主学習への過程」の教育

筆者が新任教員として最初に赴任した豊富小学校

は、重松鷹泰をメイン講師として、「自主学習への

過程」をテーマに、毎年自主的な研究発表会を開催

していた。

『板書する子どもたら』「重松鷹泰指導・豊富小学

校著、明治図書、1974)に象徴されるように、子ど

もの追究の可能性を信頼し、地域教材や自主教材を

発掘して授業として取り組み、子どもが主人公とな

る体当たりの授業実践を展開していた。詳細な授業

の逐語記録を作成し、子どもの追究という授業の事

実をもとに研修を重ねていた。

次の詩は、そうした豊富小学校の「自主学習への

過程」という教育実践の理念を象徴する詩 「学習は

子どものもの」である。

詩 「学習は子どものもの」　　 （前 半略）

学習は　子どものもの

彼だもの　力を信じて　　 思い切ってま かせ よう

彼女らは　苦しい学習を　　 助け合い　 がんば り抜き

「新しいものを　生み出したよろこび」をそこ に味わう

ひとりひとりを　伸ばす指導

教師　それは　かげで強く動いている4

（|） 重松鷹泰の授業観

重松は、授業分析の成果として、「自分の心に感銘

を与えたよい授業の三つの特質」として、次の三つ

の要件を提案している。

①　教師 の予想 を超 えるような発言や意見が表れ るとい うこ

とであ る。（教師 の予想 を超える子どもの発言） それは教

師の予定をく るわす のであるが、学級の成員 の目を開き、

追究の意欲を 高める「本音」ともい うべき意 見で ある。 こ

うい う本音が表れてく るとい うことは、授業 の中での追究

が子 どもたら 自身 のものであり、また真剣な ものである証

拠なのである。

②　 子どもだ もの助 け合い が適切で あ り緊 密であ る とい う

ことである。（子どもだもの緊密な助け合い） 子どもたら 全

員が助け合い、補い合いながら真実を探っていく 勢い が力 強

いとい うこと。

③　授業中のある瞬 間や 授業の終了した瞬 間に、何かしみじ

みとした感懐が子 どもにも授業者にも、そし て見ている人

たちにもわき上がってく るとい うこと （し みじみとした感

懐 と魂のふれあい）

子どもと子ど も、 子どもと教師、 さらには子どもと教材

との間に、人間的な接 触、魂のふれあい といっ たものがお

こる。 授業者も子どもも忘れ られ ない 授業である。5

（番 号、 下線 は筆者が加筆）

こうした重松のよい授業の三つの特質の指摘に学

びながら、授業実践での子どもの追究を省察してみ

たい。

（2） 体当たりの追究

当時の豊富小学校の共同研究者であった清水毅四

郎は、『個性的追究を支える授業』(1989)において、

「個性的追究」について次のように述べている。

クイ ズの解答の場合にみるよ うな、記 号や 言葉を頭の中で、

あ れこ れ解釈(解 決)していく こととい うよりも、学習者 が積

極的 に体( 目・手・足) を使って、つ まり、見学・調査・計

測・文 章(絵画)表現な どを 通し て、体当たりで学習対象や課

題 の意味や 構造連関を追い求 め究めてい く、そのよ うな精神

機能を表 現し、強調したいた めに、あ えて思考ではなくて追

究 とい う語を使い たいのである。6

(番 号、 下線 は筆者が加筆)

筆者が本稿で述べている「体当たりの追究」は、重

松の授業論と共に、清水のこの「個性的追究」論に

影響を受けている。

筆者は、「体当たりの追究とは、単に頭の中での知

識の操作にとどまらず、子ども自らが五官を総動員

して体全体を働かせて対象に深く関わり、自分の問

いを追いかけてねばり強く考え続けていくこと」と

定義している。

（3） 教師の自己形成過程

教師の自己形成過程とは、教師としての教育的力

量の向上と共に人間的な成長の過程をも含みこんだ

ものととらえている。学習(社会科)を子どもと共に

より深くより体験的に展開しようと構想する中で、

社会科実践が自ずと関連的・総合的な追究の様相を

見せてきた。そこに働いた教師の創意工夫と構想

力・実践力の意味を考察していきたい。
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本稿では、「担任としての授業づくり・学級づく

り」に無我夢中で取り組んでいた教師生活7 年目の

授業実践を軸に取り上げる。「教師としての基盤形

成期」とも言うべきこの時期において、社会科学習

としての子どもの学びと成長に呼応して、どのよう

に教師自身の自己形成がなされていったのかについ

ても関連づけて考察したい。

2　 豊富小5 年社会科単元「酪農にかける片岡さ

ん」の誕生と子どもの体当たり追究

「酪農にかける片岡さん」の授業実践は、5 年生

の社会科「日本の農業」について、豊富地域で農業

を営む典型的な農家の現実と生き方を追究すること

を通して、日本の農業の現実と抱える問題点にも迫

ろうとした実践である。

（1）単元構想（学習指導計画）の柔軟な修正・

拡充

本単元の追究の全体構想（学習指導計画）は次ペ

ージの図1の通りである。この構想は、子どもの追

究の進展につれて、何度も修正し、書き直され加筆

されていってでき上がってきたものである。単元構

想（学習指導計画）は、固定された動かせないもので

はなく、むしろ教師の教材研究の深化と子どもの追

究の様相によって修正し、拡充されるものという考

えが豊富小の教育実践の基本にあったのである。

当初は、日本の農業を子どもがとらえていくため

に、次のI、Ⅱのような単元全体の構想（学習指導計

画）を立てて授業を展開していった。

「Ⅰ　１日の献立と農業とのかかわり」として、「人

間の生活における食事と農業とのかかわり」を切り

囗に、地域の農業の特徴を端的に表す具体的事例と

して豊富の稲作農家を取り上げていった。

「Ⅱ　稲作農家（広人君の家の農業）」として、食

料生産の根幹をなしている稲作について、地域の

人々の生産を高める苦労や工夫、農業経営の実態と

問題点を気付かせたいと考えた。稲作のために、た

め池から水を引く苦労、農機具の移り変わり、働き

人の苦労、減反の問題点について考え合っていった。

田植え前の農家の見学と聞き取り調査なども交

え、子どもは熱心に追究していったが、どうしても

「農業にかけるとい う熱い思い」「農業の未来へ希望

をつなぐ」という点て、教師としては、追究に物足

りなさを感じていたのである。

そんな中で、稲作との複合経営で肉牛の飼育して

いることが話題になっていった。そして教師の教材

発掘の過程で浮かび上がってきたのが、豊富の地に

根ざした酪農の専業農家である片岡牧場とその家族

の人々の存在である。そこで、「Ⅲ　豊富の畜産（酪

農にかける片岡さん）」という小単元が新たに生まれ

ていったのである。

（2） 教師自身が地域に出かけ、ほれ込む教材の

発掘

教師自身も、地域に、片岡牧場とい う酪農家があ

ることは知ってはいたが、外から牛舎を概観する程

度の認識でしかなかった。

「私の家の近くの片岡牧場も牛を飼っているよ。糞

掃除と乳しぼりをやらせてもらったよ。」という子ど

もの声に惹かれるように、下見に出かけた。

教師がまずは片岡牧場に足を運び、片岡牧場の牛

舎に入れてもらい、親牛を目の当たりにし、現場の

においと空気を感じていった。糞尿の掃除やえさや

り、乳しぼりなど牛の世話をする片岡家の人々に共

感を深めていった。見学しながら、酪農について浮

かび上がってきた疑問や感想を片岡さんにぶつけて

いった。会話したり、時には、教師自身が、糞尿の

掃除やえさやり、乳しぼりなどの体験もさせてもら

ったりしながら、片岡牧場への思いが深くなってい

ったのである。

片岡牧場を学級の子どもにも出会わせ、追究の対

象としていきたいという思いが、教師自身の中にわ

き起こってきたのである。教師自身がほれ込むよう

な教材の発掘は、子どもの追究に拍車をかける不可

欠の要素である。

（3） 子どもの体当たりの追究

社会科の追究として、子どもは酪農家の仕事の見

学申聞き取りなどの調査活動、えさやり、糞掃除、

乳しぼり等の体験活動をし、絵を描き、「考えノー

ト」に感じ考えたことを書く表現活動などを展開し

ていった。親子2 代にわたる酩農家経営、飼い始め

た頃の親牛が死ぬという事態を乗り越えて受け継が

れてきたこと、家族での労働、小さい子どもが一人

前に働いていること、乳しぼり、牛の出産という感

動的な場面との出会い。このような体当たりの追究

の中で、子どもは牛に親しみ、酪農にかける片岡さ

んへの共感を深めていった。
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(3)学習指導計画｢豊富の農業｣一酪農にかける片岡さん一総16時間(豊富の農業 総36時間) 教師の構え

・毎日食べているものは農家の人が作り出したものがほとんどだ。(広人ら)

人間の食生活における農業の重要な意味を、身近

な1日の食事をもとにとらえさせたい。

洋人の家の農業を例として食糧生産の

根幹をなしている稲作について、地域の

人々の生活を高める苦労や工夫、農業経

営の実態と問題点に気づかせたい。

・ 土地と水－ため池・用水・ポンプ小屋(徹也ら) ・ 働く人の苦労(潤子、雪恵ら)

・ 農機具のうつりかわり(博之、真ら)　　　　　・ 複合経営(肉牛の世話)(佳織、路代ら)

・ 米作りの今と昔(幹広ら)　　　　　　　　　 ・ 減反(大介、岩次郎ら)

Ⅲ　豊富の畜産〈酪農にかける片岡さん〉⑯時間

青山忠良さんの家の見学・作文①時間｜ 片岡牧場の見学・作文 ③時間 子牛の誕生(VTR)・詩を書く(国語)

牛にたくす願いを歌う(音楽)牛をかう人の苦労や工夫の

しどころを見つけよう！

気にいったところの発表とひとり調べ

をして自分の追究問題をもつ③時間
子どもの追究意欲を高めるために、国語や

社会でも、関連、発展させて、総合的な単元

展開をはかりたい。

《 酪農経 営 の歩 み》

２　牛小屋のつくり　①時間・ 牛小屋に片岡さんが牛をかってきた歴史がある(岩次郎)

・ 牛小屋が3つと牧場が2つある、だんだんふやしてきた(明雄)

３　片岡牧場の歩み　③時間

牛をかい始めたきっかけ・｢ 豊 富の酪 農｣ とい われ るほ ど、酪農 が さか んで 豊富

だけ で50 軒ぐ らい の家が かって いた。

牛 の死を の りこえ て酪農 を続 け てき た　本時10/16 時

・ 牛 が続 けて3 頭 死 んだ時 、くや し くて｢ 今 度 こそ死 な

せ ないぞ。｣と思っ た( 真)

・ 山あ い の地 で 現金( お 金) を も うけ る ため に 牛 をか

い 、こ つこつ と ふや し続け て きた。

片岡さんの2人の息子さんが後をついだ・お父さんたちの苦労を見て後をつごうとした。

片 岡 さ ん が2 代 に わ た り乳 牛 を かい 、酪 農 を 営 み経

営 を 拡大 し てき た事 実 から 、片 岡 さ んの 酪農 に かけ

る強い 願い に 目を向 けて ほしい 。

４　病気をふせぐ　①時間

・ 乳房炎 に なる と乳 をしぼ れな い

・ お 産 のあ と病気 に かか りやす い( 佳織 ら)

・ 片 岡さ んは、えさの食 べ具合で牛 の調子 がわか る(宮子)

病 気を ふせ ぐ 牛 の世話 のあ り方 、気 を つ かっ てい る

こ と 、獣 医 さん の存 在 の意 味に も 目を 向け て いっ て

ほ しい。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　：

酪
農
に
か
け
る
片
岡
さ
ん
の
思
い
や
願
い

《現 在 の 酪 農 経 営 の 努 力 》

１　施設・設備(生産用具の工夫)　①時間・ 大 き な2 台 の 扇 風 機( す ず し く す る 工 夫)( 真 木 子 ら)

・ 大 き な 手 動 の 戸 、ミ ル カ ー 、ミ ル ク ク ー ラ ー

・ 地 下 式 の 尿 タ ン ク

・ 工 夫 が い っ ぱ い あ る( 康 治 、高 二 ら)

牛にとってもすみやすく、働く人にとっても働きや

す い 施 設 や 設 備 の 工 夫 に 気 づ か せ た い 。

５　牛の世話・働く人・家族労働　①時間

・ 乳 し ぼ りや え さ や り 、ふ ん そ う じ を 真 剣 な 目 で や っ

て い る( 潤 子)

・ 朝 ご は ん が10 時 で 昼 ご は ん が2 時 で 、晩 ご は ん が10

時 だ( 宗 博 ら)

・ 年 中 無 休 だ け ど 家 族 で 協 力 し て い る( 好 子)

働く人の真剣な目や1日の仕事の中身に目を向ける

と 共 に 、家 族 の 共 同 労 働 に よ っ て 経 営 を 成 り 立 た せ

て い る こ と に 気 づ か せ た い 。

６　機械代・えさ代(酪農経営)①時間

・ 機 械 代 だ け で も 多 く の お 金 が い る し 、他 に も 牛 舎 や 土

地 のお 金 が か か っ て い る( 有 貴)

・ 外 国 か ら 飼 料 を か っ て い て 、え さ 代 だ け で も 年1200

万 円 も か か る( 広 人 ら)

・ 酪 農 を や め て い く 農 家 も あ る( 明 雄)

外 国 か ら 輸 入 し て い る 飼 料 代 の 値 上 が り 、乳 価 の す え

お き で 、え さ 代 ＝ 乳 価 とい う よ う な 収 支 の 状 況 な ど 、

酪 農 の か か え る 問 題 点 に も 目 を 向 け て い か せ た い 。

７　乳の生産調整　①時間

・ 米 の 減 反 と 同 じ よ う に 乳 の 生 産 調 整 が あ る

・ 乳 質 検 査 に 不 合 格 で 、せ っ か く し ぼ っ た ミ ル ク ク ー

ラ ー1 杯 分(750kg) の 乳 を 山 に す て な け れ ば な ら な い

な ん て く や し い( 大 介)

農 産 物 の 輸 入 自 由 化 の 働 き な ど と も か ら め 、せ っ か

く 苦 労 し て し ぼ っ た 乳 を 安 く さ れ た り 、捨 て た り し

な け れ ば な ら な い 農 家 の 人 の 悩 み や 怒 り に も 目 を

向かせていきたい。

家
族
み
ん
な
で
支
え
あ
っ
て

い
い
乳
を
た
く
さ
ん

牛
が
病
気
に
な
ら
な
い
よ
う
に

Ⅳ　学習のまとめ③時間　・酪農のさかんな地域について調べる(ひとり調べ)

・ 豊 富 の 農 業 に つ い て の 自 分 の 調 べ を 見 直 し 、レ ポ ー ト に ま と め る

他 地 域 の 酪 農 の さ か ん な と こ ろ に も つ い て 調 べ 、豊 富 の 酪 農 と 比 較 し 共 通 点 を さ ぐ っ て い っ て ほ し い 。

図1 「学習指導計画」
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2　 「酪農にかける片岡さん」の本時の授業

｢酪農にかける片岡さん｣の追究における、本時

(10/16時)の授業のねらいは、以下の通りである。

本時の学習のねらい…「男川沿いの山あいの地に開

かれた豊富の地に根をはり、親子2 代にわたり酪農を

営み、経営を拡大してきた片岡さん。片岡弘さん（58

才）が、昭和30 年に1 頭の子牛からかい始め、昭和35

年から毎年1 頭ずつ続けて3 年も牛が死んだとい う事

態をのりこえて経営を拡大してきたという事実から、

片岡さんの酪農にかける強い願いを想像する」である。

｢牛の死をのりこえてやり続けたわけ｣について

各自が自分の考えをつくる｢ひとり学習｣を経て、

本時の｢問い合い学習｣(話し合い)の授業に臨んだ。

以下、授業記録という実践の事実から、学習者で

ある子どもの生き方を含めた個性的な追究のあり

方、さらに、学習者の生き方と感応し合う教師のお

り方を視野におきながら本時の授業を分析し、考察

していく。

3　 授業記録における子どもの追究に学ぶ一子ど

もの本音の表出と考えのひびき合いー

（1） 「毎年1 頭ずつ続けて3 年間牛が死んで

もやり続けたわけ」を考え合う子ども

本時の追究は、日直児童が「牛の死をのりこえて

きた片岡さんの勉強をします。」という問題を提起

するところから始まる。教師が、本時の学習の時代

的な場面を確認してから、この問いを出した真を指

名し、3真が自分の考えをみんなに語っていく。

＜豊富小5 年白組「酪農にかける片岡さん」の授業

記録(1982 年6 月30 日実施より）＞

3　 真 やり続け たわけってい うので考 えたんだけ ど、

僕は3 年間続けて牛が死んでもやり続け たわけ

は、牛が死んだときは原因がよく わからなくて 、

その次 からいろ んな検討を してやっ とっ て、そ

い でも3 年間ずっと死んでいってしまって 、そ

い で5 年くらいあとにやっと病気が わかっ て、

その時はもう3 頭か4 頭死んでしまってい て、

それで、その前の希望が、牛をふやす とい うこと

と乳を たく さん出 すとい うこ とだけ ど、え さを

や りすぎ て死んで しまった とい うこ とだか ら。

「ふや す、乳を 出す」とい う願い の前に「牛 を絶

対死なせ ない ぞ」 とい うこ とを考え てい た から

今 日ま でず っ とや り 続け て き たん だ と思 い ま

す。

4　　T 真君がこのことに興味を持ったもったわけとい

うのがあるわけでしょう。そこら辺も言ってく

れますか。

5　 真 僕の家 にはパピ ーとい う大 がい て、そ の犬の子

犬が死 んでしまっ た時も 、片岡 さんと同じ よ う

な気持ちで、よくそのこ とがわかっ たから、その

ことをや っていきたい と思っ たからです。

6　　T このやり続けてきたというのを、まとめていう

と真君はどういうふうに考えているのかな。

7　 真 自分と同じように、いろいろ勉強して、絶対死な

せないぞと思って、今までもいろいろなことと

いうか、えさを細かくしたり、窓をあけたり、扇

風機で牛を夏バテさせないようにしたり、牛小

屋をいつ もきれい にそ うし したり 、ふんを とっ

てや った り、病気 をさせな いた めにゴ ムマ ット

や 乳を ケガ させない た めに足に輪 をつけて みた

り、い ろんな工夫をしている とい うとこです。

13　直裕 牛をかうのをやめなかった理由は、牛がかわい

い し、牛が好きだし、田んぼや畑 だけではくらし

が立て られないし 、牛を かい始 めたばか りなの

でやめた くないし 、牛の生 まれる のと死 ぬのが

同じくらいだから（まだふやせ ると）かっていっ

たのだと思います。

14　広人 僕も直裕君と同じことなんだけど、田畑だけで

は生活ができていかないから、乳牛が死んでい

ってもやり続けたと思います。僕の家も、田畑だ

けでは生活ができないから、乳牛をかったんだ

けれど、昭和35 年におじいさんが農協に勤めに

行ってしまって、（おばあさん）1 人でできるに

わとりや豚をかって生活をととのえていて、そ

しておじいさんが農協をやめてから肉牛をかっ

たので、僕は田畑だけでは家の生活ができない

から、あの牛が死んでしまってもやり続けたと

思います。／好子さんはどういうことですか

（T ）／

15　 好子 私も家と比べてみたんだけど、／何とくらべた

（T）／自分の家と。私の家はメリヤスをやって

いて、その（やり始める）きっかけが、おばあち

ゃんが、メリヤスをやっていて、おばあちゃんの

子どもで1番年上の人に本当はやってもらうん

たったけども、その年上の人がペンキ屋をやっ

ていて、メリヤスをつぐことができないので、代

わりに家のお父さんがメリヤスをつぐことにし

て／メリヤスつていうのは、みんなわかります

か。どういうことやってるの（T）／そいだから、

全部の服を作るんじゃなくて、そではそでの一

部とか、ここだったらこの一部とか、そういう所

のを作っていて、それをぬったりあわせていく

っていうこと。／服を作る仕事をやっているわ

けだね（T）／うん。で、この家のメリヤスのこ

とで、牛の死とつながっているかなっと思うこ

とがあって、家のメリヤスは、失敗があって、あ

の“おしゃか”っていうか、1本の線なんだけど、
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2 本 の線にし ちゃっ たり、そ うい うこ とがたく さ

んあって 、その失 敗と牛の 死と何かつ ながる よ

うな気 がするってい うこ とで、失敗 とかする と

それは使 えない からそこを 切っ て捨 てる時のお

父さんの顔が、何か、せっかく機械 が働い てく れ

るのにつ らいな あとい うくや しそ うな顔 をし て

いて、そこが牛の死とつながる ところで 、あ とや

り続けたわけが、私は 「片岡の家はも うだ めだ」

とい うので、何か 近所の人 から言 われたとい う

ことで／ 片岡さん の牛がつづ けて死 んだ時に 、

片岡の家はもうだめじゃないかといわれたとい

うことだね（T ）／それを聞いた時に、私は 、片

岡の家は もうだ めだとバカ にされた から、 自分

は自分な りに一生け ん命やっ ている のに、片 岡

の家は もうだめた なんて言 われたら絶 対も うく

や しい から、だからやり続けたってい うこ とで 、

家もその「片 岡の家 はもうだめだ」とい う（こ と

ににた）経験があって、家のお父さんに聞く と。

「村上の家 はも うだめだ」 とい われ たことがあ

っ て、で、それを聞いたのが1 度あっ て、そ の時

にお父 さんはすごいくや し かっ たらしく て、外

に出て何かすごい 大声で、何か、「見ていろ、今

に大きな 会社にしてや るぞ！ 」つて どなってい

て、で、すごいくやしかった らしく て、何 とい う

か涙が出そ うになっ てい て ね、すごい かわいそ

うだっ て、そのことと同じよ うなことで、片岡 さ

んの家もそういうふうに思ってやり続けたんじゃ

ない のかなと思い ます。

16　T ふーん。すごい経験だねえ。好ちゃんのは牛の死

と生き物じゃないメリヤスの失敗ということ

と、だけども片岡さんのことと同じようなこと

があるというすごい経験だねえ。

17　幹広 僕の家 も、田畑だけ ではくらし が成 りたたなく

て、家でき りきり食 べれるく らい で…／ 幹広君

とこ、どれだけ作っ てるの。（T ）／田んぼ20a

／片 岡さんとこは（T ）40a（Cn ）／それで、蚕

をや って少 しでもお金 をも うけ よ うと考えとっ

て、それで 前は家いっ ぱいでやっ てい たんだけ

ど、だんだん時がたつ につれて、だんだん蚕がす

く なく なっ てきて、それで、お ばあさんは年にな

っ てきたもん、えらくなっ てきてね え、それで、

お ばあさ んは、も う坂がのぼ れんくなっ てや め

ちゃっ て、そい で片岡さんちは、あの続ける人 と

い うか、 幸雄 さんや 光明さ んがい るか らい い ん

だけ ど、僕の家 はもう続ける人がいないから、お

父 さ ん もお 母 さん も みん な 工場 へ行 っ ち ゃっ

て、そい だからおばあ さん と片 岡さん と比べる

と片 岡さんのがまだいい。

18　明雄 はい。僕は、やり続けたわけは、うんと3 頭

続けて死 んだ時 は、光明さんと幸雄さんは子どもで、片岡

さんは光明さんと幸雄 さんの2 人をちゃ んと大きく 育てて

大人にしなければいけないと思って、片岡さんは自分の力

で育てなければいけないと思って責任を感じたみたいで、

それで2 人を育てるには、お金とかそういうものがいるか

ら、また続けてやったと思います。

授業記録等、 児童名はす べて 仮名

（2） 真の追究一思いや願いという感情と知識

とをつなげて考えを深めていくー

本時の第1 発言者としての真の発言には、自分

の飼っていた子犬のパピーの死とい う出来事が生活

背景にある。真は、4 月からの日記の題材として、

自分の飼っている犬のパピーのことを何度も取りあ

げていた。3 真、5 真は、子犬のパピーの死という

生活経験から、牛が死んでしまっても片岡さんがや

り続けたわけは、「牛を絶対死なせないぞ」という

思いだと想像している。　しかし、真の追究はそれだ

けにとどまっていない。

7真では、絶対に牛を死なせないために、えさを

細かくしたり、窓を開けたり、扇風機で牛を夏バテ

させないようにしたり、牛小屋をいつもきれいに掃

除したり、糞を取ってやったり、病気をさせないた

めにゴムマットを敷いたり、乳房炎を防ぐために乳

をケガさせないように足にカバーの輪をつけてみた

りと片岡さんの「いろんな工夫」に気付いている。

「牛を絶対に死なせないぞ」とい う思いを現実のも

のにするために、具体的に工夫を積み重ねていった

行動に目を向けている。自分が見学申聞き取り調査

して得た知識を片岡さんの思いや工夫につなげ、自

分の考えを深めていく真の追究の姿が見て取れる。

授業の中では、こうした方向での追究はまだ萌芽

にとどまっている。さらに立ち止まって知識と思い

や願いとをつないでいくことが追究を深くする重要

な視点として浮かび上がってくる。

13 直裕は、「牛が加わいいし、牛が好きだし」と

いう視点に付け加えて、「田んぼや畑だけではくら

しが成り立だない」という視点を提起している。

これを受けて、14 広人が「僕の家も、田畑だけ

では生活ができないから」と、自分の家のくらしの

成り立ちを引き合いに出して、片岡さんの思いを想

像しようとしている。

（3） 好子の追究－「共育ち」の協同的な学び

が、自己の生き方を考える契機を生むー

さらに15 好子は、「私も家と比べてみたんだけ

ど」と、片岡さんと自分の家のメリヤスエ場のこと
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どうしてもみんなにこのことは伝えたいという発言

への思い入れの強さと共に、その発言を丸ごと受け

止め、自らも自分の家の事例を持ち出してつないで

発言していく仲間の存在が不可欠である。好子の心

の中に培われてきた無意識の内に存在する学級の仲

間への信頼感こそが、自分の本音の意見を堂々と披

瀝できた大きな要因であると考えられる。

好子自身が、家が近くで何度も片岡牧場に遊びに

行ったり、子牛の出産の場面にも一緒に立ち会った

りと片岡牧場の存在が、自分の中に入っている状態

にあったと言える。まさに体当たりの追究が、深い

探究的な学びを生み出したと言える。 みんなの前で

本音の意見をさらけ出し、堂々と披瀝できたところ

に好子の個としての学びと成長を見て取れる。

それと共に、好子の意見を受け止めて、つなげて

真剣に考え合っていく、温かい雰囲気を醸し出すこ

とができたことは、学級集団の学びと成長を物語っ

ている。片岡牧場の体当たりの追究を通して、子ど

も同士がつながっていったのである。ここには、

「共育ち」とも言うべき子ども同士の考えのひびき

合いがある。体当たりの追究が、授業の中での教材

と子どもとのひびき合い、子ども同士の考えのひび

き合いという協同的な学びを生み出しているのであ

る。重松の言う「共存の感情7」の個と集団とのひ

びき合いの姿がある。

そこには、総合的な学習の時間の目標である「探

究的な学習を通して、...中略…自己の生き方を考え

る8」子どもの追究の姿が見て取れる。

教師の予想を超え、教師自身の目を開かせてくれ

た好子の発言であったといえる。

（4） 酪農を親子2 代にわたってやり続けた片

岡さんの強い願いに迫る子ども

授業の中盤には、片岡さんが親子2 代にわたって

牛舎を増築していったという歴史的事実に着目し、

そこに酪農経営への強い思いを類推していく子ども

の追究がみられる。

＜豊富小5 年白組「酪農にかける片岡さん」の授業

記録(1982 年6 月30 日実施より）＞

33　直裕　　①の小屋から②の小屋へかえたのは、自分で牛

をかうのを続けていくと決心したこととそれと

牛がきっとふえるという自信があったからだと

思 う。／自信とい うのは（T ）／牛が35 年から

死 んでい ってし まったけ ど、これ からは もっ と

ふえるという自信。だから牛小屋を大きくした。

34　広人 僕は、小さいころから片岡さんたちは、乳牛をた

く さんか う夢 をもっ ていた から、牛 が死んでい

ってもや り続け たと思います。

36　 潤子 生活ということにも失敗ということにも、私は

やり続けたわけというのがあって、私のやり続

けたわけということの考えは、1度失敗してもあ

きらめずにそれをのりこえて同じことを2 度と

くり返さないということと、2つ目は、片岡さん

は自分の夢があって、大きな酪農にする、その時

は3 頭連続で死んだりしたんだけど、それであ

きらめないで大きな酪農にするという夢のため

にやり続けたいうことと、3つ目は、牛がかわい

いから。かわいいっていうのは、さっき裕貴君が

直裕君に反対って言ったでしょう。だけど、私は

直裕君の意見に賛成で、あの1 ヶ月ぐらい（死ん

だ牛のことを）忘れられないって言ってたでし

ょう。見学の時に。それだけ悲しいんだから牛が

それだけ悲しいってことだから、その理由もあ

ったし、4つ目の理由は、酪農一本で生活を立て

てきたから、生活にかかわる問題で、お金がもう

がらなければいけないから、そのためにも、生活

を立てている酪農を続けたと思います。

37　T そのためにお金がもうかるという見通しがあっ

たのかな。そこら辺はどうかなあ。

38　潤子 ふつう、やり始めたからには、もう最後まであき

らめずにやらないといけないから、片岡さんは

自分で決意したから酪農一本でこれから生活し

ようということで、お金がもうがらなければ生

活か立てていけないでしょう。それで酪農一本

でお金をもうけて生活を立てていくためにも、

酪農をやり続けたわけがあると思います。

33　直裕は、①から②の牛小屋へと拡張した事実か

ら、片岡さんは、「自分で牛をかうのを続けていくと

決心した」、「牛がきっとふえるという自信があった」

とい う考えを導き出している。

34　広人は、片岡幸雄さんの小さい頃からの「乳牛

をたくさんかう夢」が牛を飼うことを継続させたと

語っている。

36潤子は、片岡さんがやり続けたわけを自分なり

に整理し、①一度失敗してもあきらめない、②大き

な酪農にするという夢のため、③死んだ牛のことが

忘れられないくらいかわいい、④酪農一本で生活を

立ててきたからと4 点にわたって述べている。 さら

に、38 潤子は、「片岡さんは自分で決意したから酪

農一本でこれから生活しよう」としたと発言してい

る。そこには、強い気持ちをもって酪農一本の生活

に舵を切り、酪農にかけようとした片岡さんの「決
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意」に共感したこの子の思いが表明されている。

（5） どの子の発言にも自分の生活という考え

る足場がある

学級のどの子の発言にも、力強さかあるのはどう

してなのだろろうか。様々な要因が考えられるが、

ここで見て取りたいのは、次のような視点である。

どの子の発言にも、自分の生活という足場がある

ということである。それぞれの子どもの発言の背景

には、その子の生活と深いかかわりをもった生活意

識が存在するのである。どの子にも、自分の考えに

生活という足場かおるから、学級の仲間の中に本音

の意見を打ち出していく個の強さが生まれてくるの

ではないだろうか。

良子の発言もその流れの中で出てきている。さら

に、好子の自分の本音を表出した発言を契機に、友

達の考えとつなげて、自らも自分のくらしから生ま

れてくる生活意識と重ね、自分の考えを表明してい

くという学級の雰囲気が醸成されていっている。

好子の考えに触発され、自らのくらしに引き寄せ、

自分の足場をもとに発言を重ねて追究していく姿が

見て取れる。まさに、ここには探究的・協同的な学

びが存在すると言えよう。

子どもの体当たりの追究という探究的な学びが、

生活に足場のある発言を生み出し、そして、その子

の発言に他の子どももひびき合ってさらに追究を深

くしていくことが可能になるのである。

子どもが生活という足場をもって自分の考えを出

していくことにより、子ども同士の考えがひびき合

って深くなっていくのである。ここに、総合的社会

科学習から総合的学習へとつながる実践深化の視点

であると言える。

4　 牛にたくす願いを歌う一社会科学習から合科

的 一関連的・総合的展開ヘー

社会科として酪農経営にかける片岡さんの生き方

を追究する中で、様々な出会いと感動のドラマが生

まれてきた。社会科の見学時だけでなく、自主的に

片岡牧場に遊びに出かけて、糞掃除やえさやりなど

をやらせてもらう子も出てきた。また、もうじき子

牛の出産があるということで夜の牛の出産の場面に、

教師や牧場の近くの子どもが立ち会うことができた。

その子牛の出産の様子をビデオに撮って学級で見合

ったり、牛の絵を描いたり、牛の詩を作ったりして

いった。

子どもが受けた感動を絵や詩にも表現し、分かち

合うことで、追究は関連的・総合的な様相を見せて

いった。家族のように接し、出産に臨む親牛を励ま

す片岡さんに、子どもも教師も夢中になっていった。

社会科「酪農にかける片岡さん」の実践は、音楽

専科の参木芳子教諭の協力により、音楽科「牛にた

くす願いをうたう」の実践も併行して合科的・関連

的に行われた。子どもの感じた思いや願いを自己表

現していく活動の展開により、子どもの追究には一

層拍車がかかっていった。

こうして出来上がったのが、「牛にたくす願いをう

たう」と題した、子どもの手による13 曲の自作の詩

と歌の作品群である。

「牛 に た く す 願 い を う た う」 児 童 の歌 作 品

「①お めで とう（子牛の誕生をい わう）」（雪恵）

「② さみしくな んかない」（親 牛と分 かれた子牛を励 ます）」

（浩子、潤子）

「③生まれた　生 まれた（子牛の誕生 を祝 う2 部合唱）」

（潤子）

「④子牛が生まれ る」（有貴子、秋美、真有美 、高二、明雄、

宗博）

「⑤牛にえ さをあげ るときの気持ち」（友子、宮子、千津、広

人、亨）

「⑥乳しぼりの うた」（康 治、有貴、幹広、真二、高章、岩次

郎、健男）

「⑦小 さな仕 事（自分の 体ほ どもあ る大き なスコ ップ を 手に

汗 を流してえさ運びをし てい た弘一君、弘一君 はお父 さんの

後 を継ぐ だろ うな）」（雪恵 ・好子）

「⑧レ ノーラ（乳房炎に かかっ た牛への よび かけ）」（路代 、潤

子、佳 織、広子）

「⑨がんばれ親牛（たおれた親牛になって）」（真、大介、直裕、

徹也、博 之、教子、真木子）

「⑩1 日の仕 事（片岡牧場 の1 日の仕 事）」（好子、 雪恵 ）

「⑪生産調整（乳量の出荷制限への農家の思い）」（大介）

「⑫片岡さんの強い意志（牛が3頭も続けて死んでしまった

のを乗 り越 えた片岡さん の決意）」（直裕）

「⑬生まれたよ（子牛の誕生）」（真有美）　（合計13曲）

自作の歌作りは手探りの追究であったが、そこに

は、片岡牧場という追究対象にかかわって、その子

なりに最も心が動いた場面や出来事、人物（牛を含

めて）への思いが歌い込まれている。

社会科学習の本時で話題になった、牛の死を乗り

越えてきた片岡さんについても、子どもだもの関心

は高く「⑨がんばれ親牛」、「⑫片岡さんの強い意志」

の歌となって表現されている。

「⑨がんばれ親牛」（真 、大介、直裕、徹也、博之 、教子、

真木子の共同制作）
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親牛がー　※さがる

ズッシリとー　※あがる

たおれたー　　※さがる

大きな一

体がー

よ一こ－たーわってー

｢がんばるぞー。｣

と言ってるように

片岡さんを見たー

社会での授業で問題になっただけに、片岡牧場の

親牛が死んだという場面には多くの子が心を動かし、

「がんばれ親牛」と題した共同作品を作っている。

個人作品としてではなく7 人の共同作品というとこ

ろに子どもの強いこだわりと思いを感じる。

「がんばれ親牛」という題には、片岡さんの思い

に共感している子どもの姿が感じられる。「『がんば

るぞー。』／と言っているように／片岡さんを見たー」

という歌詞の表現には、片岡さんと牛との心のふれ

あいを感じ耿っていることが伝わってくる。

また、直裕は、親牛の3 年連続した死を乗り越え

て酪農にかけていった片岡さんの思いを「片岡さん

の強い意志」と題した歌に仕上げている。

｢⑫片岡さんの強い意志｣(直裕・作)

(呼びかけ)

片岡さんの家には、牛が三頭いた。

でも、毎年一頭ずつ死んでいってしまった。｢

片岡の家は、もうだめだ。｣

｢片岡さんは、もう終わりだな。｣

(歌)

牛がかいたい

牛がかいたい

せっかくここまできたのに

牛がかいたい

牛がかいたい

続けていきたいな

三度にわたる牛の死を乗り越え、「片岡の家はもう

だめだ」という声にも負けないで、牛を飼い続けた

片岡さんの思いが「牛がかいたい」とい う言葉の繰

り返しに表現されている。

子どもだもの、自分たちで作った歌をぜひ片岡さ

んや牧場の牛たちにも聴いてもらいたいという強い

願いがかない、片岡牧場でミニコンサードを開くこ

とができた。当日、片岡さん一家と隣人、そして牛

たちが熱心な聴き手となり、子どもたちに温かな拍

手と歓声を贈ってくれた。以下は、その時のミニコ

ンサードの様子を書いた宮子の作文である。

牛 の 歌 の ミ ニ コ ン サ ー ド　　1982 年度　5 年　宮 子

きのう、片岡さんの家に行って、私たちの作った歌のおくり

ものに行った。片岡さんは、最初どんな歌だろうと思っている

ようなうれしそうな顔たった。牧場に集まって、やっと待ちに

待ったミニコンサードが始まった。そして、雪恵さんの作った

保育園の弘一君のお手伝いの「小さな仕事」の歌だ。

片岡さんは、聴いているとき、足を一、二、一、二、という

ようにだたいて、タンタンとリズムをとりながら、一つ一つ

みんなていねいに聴いてくれた。小さい弘一君も、この歌の

時ははくしゅをしてくれ たし 、すごく楽しそ うだった。

幸雄さんの笑い声は、すごくひびくし、おなかの底から笑っ

ているみたいだ。幸雄さんたちは、歌を聴いている時、歌詞の

中身をそうそうしているみたいだった。幸雄さんのお父さん

の弘さんも、時々目をつぶって聴いていた。「親牛がずっしり

とたおれた」という歌のところは、頭の中で、昔死んでしまっ

た牛がどんなふうにたおれたのか、その時のことを思い出し

てい たと思う。

作った わたし も、聴い た人も、みんなこ の歌を 忘れない。い

つまでも心に残 ると思う。

宮子の作文の、「私たちの作った歌のおくりもの」

や「やっと待ちに待ったミニコンサードが始まった」

という言葉には、片岡牧場の学習で感じ取った思い

の詰まった自分だもの作った牛の歌を片岡さん一家

に是非とも伝えたいというという気持ちが表れてい

る。また、「片岡さんは、聴いているとき、足を一、

二、一、二、というようにだたいて、クンダンとリ

ズムをとりながら、一つ一つみんなていねいに聴い

てくれた」「小さい弘一君も、この歌の時ははくしゅ

をしてくれた」「幸雄さんの笑い声は、すごくひびくし

‥歌詞の中身をそうそ うしているみたいだった」

など、自分だもの作った歌を片岡さん一家が真剣に

受け止めてくれたことの喜び表現している。片岡さ

ん家族との心のふれ合い、ひびき合いがこの子の心

をはずませている。

宮子は、「『親牛がずっしりとたおれた』という歌

のところは、頭の中で、昔死んでしまった牛がどん

なふ うにたおれたのか、その時のことを思い出して

いたと思う」と記している。子どもたらは牛の倒れ

た場面を見ているわけではないが、「時々目をつぶっ

て聴いていた」片岡さんの様子と重ねて、その状況

を思い描いている。

子ども自らが、詩を書き（国語）、曲を作って歌う（音

楽）という豊かな自己表現活動を通して、今まで社会

科授業で探究してきた思いを改めて振り返り、一層

深める契機を獲得することができたのである。
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体当たりの追究は、追究事実に深く関わる中で生

まれてきた子どもの思いや願いをもとに多彩な形で

自己表現していくことをも含み込んでいるのである。

地域学習が子どもだもの追究の意欲を育て、子ど

もたちの生き生きとした活動が子どもと地域の人々

との温かい心の交流を生んでいる。ここには、子ど

もと教材（片岡さん家族、片岡牧場の牛たち）との

「心の通い合い」（重松）が生まれているのである。

こうした地域の人々との触れ合いの中で、総合学

習が成立し、支えられていることを肝に銘じたい。

5　30 年ぶりの同級会の話題一心に残る片岡牧

場の追究一

2014年4月、筆者の38年間の教員生活の節目の

年と言うことで、実践当時の教え子達が集まって同

級会を開いてくれた。その中で、思い出話に花が咲

いた一番の話題が、この片岡牧場の実践のことであ

り、牛の歌作りや片岡牧場でのミニコンサートのこ

とであった。

｢そ うそ う、片岡牧場に行っ て、糞掃除 とか乳しぼりとかや

って楽し かった よね。｣

｢私は、牛のお産がある時 に、家 が近いで 見にお いでって 言

われて、夜に 見に行っ たよ。｣

｢ビデ オで 出産シ ーンを 見たりして、牛の歌を作ったよ ね。｣｢

そ うそ う、牛や片 岡さんに聞かせてあげるって言って、牧

場でミニ コン サードをやっ たよね。｣

｢私は、今 もあ の時作っ た歌を覚えてるよ。｣

｢ぼくは今も歌えるよ。『親牛がずっしりと、たおれた』つて

ね。｣等々。｢2014. 4. 16豊富小学校卒業生同級会での会話)

30 数年の時を経て、今なお、子ども心に深く刻ま

れた鮮明な記憶として残っているという事実に感銘

を受けた。一瞬のうちに、あの当時の片岡牧場の世

界に舞い戻った自分がいた。

5年生当時、宮子が、「牛の歌のミニコンサード」

の作文の最後に、「作ったわたしも、聴いた人も、み

んなこの歌を忘れない。いつまでも心に残ると思う」

と書いていることが現実のものとなった。

「酪農にかける片岡さん」の授業実践は、「幼い

時や、若い時の、純真な自分に、かえらせてくれる

ところ、そういうなつかしい思い出や感動というふ

るさと」（重松）の形成につながっていると考える。

今から30数年前、豊富小学校の青年教師時代の

筆者と、酩農家の片岡幸雄さん一家との出会いは、

何か運命的なものであったと感じる。片岡牧場の片

岡さんや牛たちには、一過性のその時限りに終わら

ない、「伴侶としての教材9」（重松）ともいうべき魅

力と教材性があったのである。

Ⅲ　研究の成果と今後の課題

実践分析からみえてきたもの一実践深化の視点－

社会科学習「酪農にかける片岡さん」の授業実践

の分析から、総合的学習の実践の深化拡充のための

いくつかの視点が明らかになってきた。

視点①　魅力ある地域教材とひびき合う子どもの｢

体当たりの追究｣

子どもの思いや願いを元に、地域の教材に体当た

りの追究をすることが、子どもの学びと成長の基盤

となっている。そのことは、子どもの追究意欲と地

域教材の魅力とがひびき合う体当たりの追究が、単

元の基盤にすわることの必要姓を示している。

「やらされている体験」や「本やインターネットで

調べことが主となっている総合」から、「子ども自

らが求め、本気で追究していく総合」への転換に欠

かせない視点である。

このことは、探究的な学びが単なる知識の操作に

終わらずに、体全体を働かせての追究になることの

重要性を示唆している。この視点は、総合的学習の

の追究にとどまらず、各教科の追究にも活かしてい

くことが求められている。

視点②　子ども・教材・教師がひびき合う「共育

ち」の追究

片岡牧場の牛の死という事態に入り込んで、自分

の家のメリヤスエ場の「おしゃか」を引き合いに出

して、自分の家の父親の悩みや苦しみや叫びと重ね

て片岡さんの思いに迫ろうとした好子の追究があっ

た。教材である片岡さんと心通わせることで自らの

本音を披瀝し、生き方を見つめ、考える姿がそこに

ある。「共育ち」の追究とも言うべき、子ども同士の

考えのひびき合いがある。

こうした追究を引き出す要には、教材と子どもと

のひびき合いがある。それと共に、自分の家のくら

しぶりを引き合いに出して、考えを重ね合っていく

学級の仲間が醸し出す追究の雰囲気が欠かせない。

子どもが自分の生活という足場をもって考えをひび

き合わせることが、追究を深くしていく視点となる

のである。

また、子どもの生活意識を掘り起こし、授業の中
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で子ども同士の思いや願いとその背景をひびき合わ

せるような教師の出やかかわりも重要である。

子ども・教材・教師がひびき合う「共育ち」の追

究こそが総合学習の追究を支える基盤なのである。

視点③　子どもの追究を支える教師の探究心

子どもと共に片岡牧場に体当たりの追究をしてい

く中で、社会科学習から、詩や牛の歌の創作など合

科的・関連的・総合的な追究へ発展していった。そ

の追究の中で何より、教師自身が、片岡牧場とそこ

で酪農を営む片岡さんの人間としての生き方という

教材のもつ魅力に感動し、その追究に夢中になって

いった。

単元の展開に従って、片岡牧場に何度も足を運石

ことで、授業構想の見直しも行われていった。それ

と共に、片岡さんという酪農家に魅せられていく筆

者自身がいた。糞掃除やえさやり、乳しぼりの体験

をしながら、話を聞いたり語り込んだりするうちに、

片岡さんの人となりとその存在が、自分の中に大き

くふくらんでいくのを感じた。夜に子牛の出産かお

るとの電話をもらえば、ビデオカメラをもって駆け

つけて、家が近所にある子どもと共に出産シーンに

立ち会うことで、いのちの誕生に感動した。

片岡牧場で自分が感じ考えたことを、学級の子ど

もにもできるだけ出会わせたい、考え合いたい とい

う思いが強くなっていった。教師が夢中になって味

わった感動は子どもにも伝わり、子どもも追究に夢

中になっていく。教師自身が片岡牧場の探究にのめ

りこんでいったことが、子どもの追究を支える大き

な役割を果たしたことは間違いない。

教師の中に単元追究への構想がふくらむとき、子

どもとの追究も豊かに深くなっていった。試行錯誤

しながら、子どもと体当たりの追究を深くすること

で生まれる教師自身の探究心こそが教師の成長の鍵

となる。教師の探究心が「教材の発見」をもたらす

と共に、「子どもの発見」をももたらすのである。

本稿では、地域に根ざした社会科学習の典型実践

事例として小5「酪農にかける片岡さん」の実践事

例をもとに、子どもの「体当たりの追究」（学びと

成長）の様相を分析し、そこに息づく総合的学習の

実践深化につながる視点を考察してきた。

「総合的な学習の時間」が教育課程に位置付いてい

ない時期の「総合的社会科」とも言える実践の中に

現代の総合的学習の実践を深化拡充させていく視点

が萌芽として確かに存在していたことを明らかにす

ることができた。こうした視点は、「総合的な学習

の時間」が創設された時期に活かされ、現在の実践

にも生きてつながっているのである。

また、本実践は、担任教師としての自己形成過程

の中核に位置付く1982 年度の実践であり、教師と

しての基盤を形成した時期のものである。本稿で

は、教師の自己形成への重要な視点として、教師が

教材に夢中になり、子どもと共に感動を共有する

「子どもの追究を支える教師の探究心」のもつ意味

を明らかにすることができた。

今後は、さらに、筆者の教育実践の歩みを踏ま

え、教師としてのライフステージごとの典型的な授

業実践事例における子どもの追究の分析・考察と共

に、教師の自己形成過程についても探究を深めてい

きたい。
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